
№ 作品名 作者名 制作年 所蔵先

1 明智光秀像（パネル）
慶長18年（1613）

6月6日賛
本徳寺

2 明智秀満書状 河上掃部介宛
（天正8-9年、1580-81）

8月13日付
太陽コレクション
泰巖歴史美術館

3 新撰太閤記　明智光秀の女 歌川豊宣 明治16年（1883） 熊本県立美術館

4 細川忠興（三斎）書状 越中（細川忠利）宛
（寛永6年、1629）
8月23日付

永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

5 徳川秀忠書状
羽柴与一郎
（細川忠隆）宛

（慶長5年、1600）
9月24日付

永青文庫

6 関ヶ原合戦図（パネル）
江戸時代後期
（19世紀）

永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

7 細川忠隆書状 松井新太良（興長）宛
（慶長5年、1600）

11月6日

松井文庫所蔵
八代市立博物館未来の森
ミュージアム寄託

8
脇差　無銘　伝備州長船盛光作
号「彫貫盛光」

細川忠興所用
室町時代
（15世紀）

出水神社所蔵
熊本県立美術館寄託

9 長岡忠以（興秋）起請文
松井佐渡守（康之）・
加々山隼人（興良）宛

慶長9年(1604）
11月16日

松井文庫所蔵
八代市立博物館未来の森
ミュージアム寄託

10 大坂夏の陣屏風（パネル）
江戸時代前期
（１７世紀）

大阪城天守閣

11 綿考輯録　巻一九
江戸時代後期
（18世紀）

永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

12 細川忠利像 沢庵宗彭賛 寛永18年（1641）賛
永青文庫所蔵
熊本県立美術館保管

13 徳川家康御内書 内記（細川忠利）宛
慶長9年(1604）
8月26日

永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

14 郡奉行衆伺書
元和7年（1621）
6月24日付

永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

15 細川忠興（三斎）書状 （細川忠利宛） （寛永9年、1632）
永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

16 熊本城図 赤星閑意
明治時代
（19世紀）

熊本県立美術館

17 唐物尻膨茶入　浅野尻膨 細川忠利所用
中国南宋時代
（13世紀）

永青文庫

18 扇面貼交屏風（右隻） 狩野派
室町時代
（16世紀）

永青文庫所蔵
熊本県立美術館寄託

19 短刀　銘　相州住正宗 細川忠利所用
鎌倉時代後期
（14世紀）

出水神社所蔵
熊本県立美術館寄託

20 銀札啄木糸射向紅威具足 細川忠利所用
江戸時代前期
（17世紀）

永青文庫所蔵
熊本県立美術館寄託

熊本県立美術館出品リスト（別棟展示室）5月16日（土）～7月5日（日）

　　細川コレクションⅠ
　細川忠利と三宅藤兵衛　－肥後にやってきた、光秀の孫たち－

プロローグ　明智家の人々

第一章　細川家を継げなかった光秀の孫、忠隆と興秋

第二章　熊本藩主になった光秀の孫、細川忠利



№ 作品名 作者名 制作年 所蔵先

21 羅紗陣羽織　淡茶紅裾替わり 細川忠利所用
江戸時代前期
（17世紀）

永青文庫

22 三宅家先祖付
江戸時代後期
（19世紀）

永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

23 細川ガラシャ消息 帥（三宅藤兵衛）宛
桃山時代
（16世紀）

三宅家文書
熊本県立美術館

24 寺澤広高知行目録 三宅藤兵衛宛
慶長9年（1604）
7月26日付

三宅家文書
熊本市立熊本博物館

25 細川忠隆書状 三宅藤兵衛宛
江戸時代前期（17世紀）

9月3日
三宅家文書
熊本市立熊本博物館

26 肥後天草之図 寛永14年（1637）頃
個人所蔵
天草コレジヨ館寄託

27 桜に藤棚図蒔絵堤重 伝三宅藤兵衛所用
江戸時代前期
（17世紀）

個人所蔵
天草キリシタン館寄託

28 高麗茶碗（伝筒井筒茶碗） 伝細川忠興所用
朝鮮王朝時代
（16-17世紀）

三宅家伝来
熊本市立熊本博物館

29 三宅藤兵衛書状写
（寛永14年、1637）

10月29日
松井家文書
熊本大学附属図書館

30
綿考輯録　巻四十
（井口勝左衛門口上之覚書）

（寛永14年、1637）
11月17日

永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

31 巴文陣太鼓
江戸時代前期
（17世紀）

永青文庫所蔵
熊本県立美術館寄託

32 有馬城攻図 正徳3年（1713）
永青文庫所蔵
熊本大学附属図書館寄託

33 寛永十五年　島原之乱図巻 松井家伝来
江戸時代中-後期
（18-19世紀）

南蛮文化館

34 細川光尚自筆書状 ひた（榊原職直）宛 （正保年間、1644‐47）
三宅家文書
熊本県立美術館

35 細川光尚書状
長岡監物（米田是季）

他4名宛
正保4年（1648）
5月3日付

松井文庫所蔵
八代市立博物館未来の森
ミュージアム寄託

第三章　寺澤家に仕え、富岡城代となった光秀の孫、三宅藤兵衛

エピローグ　天草・島原一揆と光秀の孫


